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１６号相模原市橋本地下道工事で 

「間接工事費実績変更方式」を試行

昨今、工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理

由として、入札のとりやめや不調となる工事が相次いでいることから不調・

不落対策を試行しております。 

今回発注する「１６号相模原市橋本地下道工事」については、標準的な積

算と当該現場での見積り（実勢価格）に乖離が生じると考えられることから、

以下の試行を行います。 

①「間接工事費実績変更方式」 

本工事は、ＪＲ橋本駅周辺の商業地域における施工であり、夜間の交通

規制を伴い、また、資材置き場等の確保も困難です。 

このことから、工事地域内の安全管理に要する費用や建設資機材の運搬

費等について、標準的な積算と施工実績に乖離が生じると予想されるため、

実績の妥当性を確認のうえ実績により共通仮設費（率分）を変更する「間

接工事費実績変更方式」を試行します。 
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《間接工事費実績変更方式の工事概要》 

（１） 工 事 名：１６号相模原市橋本地下道工事 

（２） 工事場所：神奈川県相模原市緑区橋本２丁目地先 

（３） 工  期：契約締結の翌日から平成２９年３月２４日までとする。（予定） 

（４） 入札方式：一般競争入札 総合評価方式（施工能力評価型Ⅱ型） 

地域密着型 施工体制確認型 若手技術者活用評価型 

難工事指定対象工事 見積活用方式 間接工事費実績変更方式 

（５）工事種別：一般土木工事Ｃ＋Ｂ 

（６）工事内容（概要） 

 地下横断歩道工事 

現場打躯体工（コンクリート） 約４００㎥、現場打躯体工（鉄筋） 約４０ｔ 

仮設工 １式、エレベーター １ヶ所 

（７）実績により変更を行う工種「間接工事費実績変更方式」 

 ・共通仮設費（率分）のうち、運搬費、安全費 

（８）実績により変更を行う理由 

 本工事は、一般国道１６号相模原市緑区橋本２丁目地先における橋本地下道の整備を行

うものです。 

当該箇所はＪＲ橋本駅周辺の商業地域であり、工事の施工にあたっては夜間に市道の交

通規制を伴うため、交通安全資機材が多数必要となります。また、駅前の商業地域である

ため、資材置き場等の確保も困難であり、地域の特殊性から資材の運搬や交通規制におい

て作業効率が低下することが考えられます。 

このことから、標準的な積算と施工実績に乖離が生じると予想されるため、「間接工事費

実績変更方式」を試行するものです。 

（９）スケジュール 

 ○入札公告：平成２７年１０月 ７日 

 ○入 札 日：平成２７年１１月１０日 
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